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現     行 改  正  案 

II －３－４ システムリスク 

II －３－４－１ システムリスク 

II －３－４－１－１ 意義 

システムリスクとは、コンピュータシステムのダウン又は誤作動等のシス

テムの不備等に伴い、顧客や銀行が損失を被るリスクやコンピュータが不正

に使用されることにより顧客や銀行が損失を被るリスクをいうが、銀行の経

営再編に伴うシステム統合や新商品・サービスの拡大等に伴い、銀行の情報

システムは一段と高度化・複雑化し、さらにコンピュータのネットワーク化

の拡大に伴い、重要情報に対する不正なアクセス、漏えい等のリスクが大き

くなっている。システムが安全かつ安定的に稼動することは決済システム及

び銀行に対する信頼性を確保するための大前提であり、システムリスク管理

態勢の充実強化は極めて重要である。  

 

また、金融機関の IT 戦略は、近年の金融を巡る環境変化も勘案すると、今

や金融機関のビジネスモデルを左右する重要課題となっており、金融機関に

おいて経営戦略を IT 戦略と一体的に考えていく必要性が増している。こうし

た観点から、経営者がリーダーシップを発揮し、IT と経営戦略を連携させ、

企業価値の創出を実現するための仕組みである「IT ガバナンス」が適切に機

能することが極めて重要となっている。 

 

（新設） 

 

 

 

 

（参考） 金融機関の IT ガバナンスに関する対話のための論点・プラクティ

スの整理（令和元年６月） 

 

 

 

 

 

 

II －３－４ システムリスク 

II －３－４－１ システムリスク 

II －３－４－１－１ 意義 

システムリスクとは、コンピュータシステムのダウン又は誤作動等のシス

テムの不備等に伴い、顧客や銀行が損失を被るリスクやコンピュータが不正

に使用されることにより顧客や銀行が損失を被るリスクをいうが、銀行の経

営再編に伴うシステム統合や新商品・サービスの拡大等に伴い、銀行の情報

システムは一段と高度化・複雑化し、さらにコンピュータのネットワーク化

の拡大に伴い、重要情報に対する不正なアクセス、漏えい等のリスクが大き

くなっている。システムが安全かつ安定的に稼動することは決済システム及

び銀行に対する信頼性を確保するための大前提であり、システムリスク管理

態勢の充実強化は極めて重要である。  

 

他方、金融機関の IT 戦略は、近年の金融を巡る環境変化も勘案すると、今

や金融機関のビジネスモデルを左右する重要課題となっており、金融機関に

おいて経営戦略を IT 戦略と一体的に考えていく必要性が増している。こうし

た観点から、経営者がリーダーシップを発揮し、IT と経営戦略を連携させ、

企業価値の創出を実現するための仕組みである「IT ガバナンス」が適切に機

能することが極めて重要となっている。 

 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により新たな日常に移行していく

中、業務継続及び生産性向上の観点から、金融機関内の連絡手段や顧客との

日常的・継続的な接触手段として、情報セキュリティの確保を踏まえた上で

の電子メール等の情報通信基盤の整備も不可欠となる。 

 

（参考） 金融機関の IT ガバナンスに関する対話のための論点・プラクティ

スの整理（令和元年６月） 
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現     行 改  正  案 

II －５ 地域密着型金融の推進 

 

II－５－２ 基本的考え方（地域密着型金融の目指すべき方向） 

 

（１） 地域経済の活性化や健全な発展のためには、地域の中小企業等が事業

拡大や経営改善等を通じて経済活動を活性化していくとともに、地域金

融機関を含めた地域の関係者が連携・協力しながら中小企業等の経営努

力を積極的に支援していくことが重要である。なかでも、地域の情報ネ

ットワークの要であり、人材やノウハウを有する地域金融機関において

は、資金供給者としての役割にとどまらず、地域の中小企業等に対する

経営支援や地域経済の活性化に積極的に貢献していくことが強く期待さ

れている。 

 

（２） このため、地域金融機関は、経営戦略や経営計画等（以下「経営計画

等」という。）の中で、地域密着型金融の推進をビジネスモデルの一つ

として明確に位置づけ、自らの規模や特性、利用者の期待やニーズ等

（注）を踏まえて自主性・創造性を発揮しつつ、以下に示す「顧客企業

に対するコンサルティング機能の発揮」、「地域の面的再生への積極的

な参画」、「地域や利用者に対する積極的な情報発信」の取組みを中長

期的な視点に立って組織全体として継続的に推進することにより、顧客

基盤の維持・拡大、収益力や財務の健全性の向上につなげていくことが

重要である。 

 

（注）信用金庫及び信用協同組合は、地域銀行にも増して規模や人員に制

約がある場合が多いことに加え、相互扶助・非営利という特性を有して

おり、取引先（会員・組合員資格）が原則として自らの地区内の小規模

事業者に限定されている。 

 

（３） また、地域金融機関が、地域密着型金融を組織全体として継続的に推

進していくためには、経営陣が主導性を十分に発揮して、本部による営

業店支援、外部専門家や外部機関等との連携、職員のモチベーション

（動機付け）の向上に資する評価、専門的な人材の育成やノウハウの蓄

積といった推進態勢の整備・充実（注）を図っていくことが重要であ

II －５ 地域密着型金融の推進 

 

II－５－２ 基本的考え方（地域密着型金融の目指すべき方向） 

 

（１） 地域経済の活性化や健全な発展のためには、地域の中小企業等が事業

拡大や経営改善等を通じて経済活動を活性化していくとともに、地域金

融機関を含めた地域の関係者が連携・協力しながら中小企業等の経営努

力を積極的に支援していくことが重要である。なかでも、地域の情報ネ

ットワークの要であり、人材やノウハウを有する地域金融機関において

は、資金供給者としての役割にとどまらず、地域の中小企業等に対する

経営支援や地域経済の活性化に積極的に貢献していくことが強く期待さ

れている。 

 

（２） このため、地域金融機関は、経営戦略や経営計画等（以下「経営計画

等」という。）の中で、地域密着型金融の推進をビジネスモデルの一つ

として明確に位置づけ、自らの規模や特性、利用者の期待やニーズ等

（注）を踏まえて自主性・創造性を発揮しつつ、以下に示す「顧客企業

に対するコンサルティング機能の発揮」、「地域の面的再生への積極的

な参画」、「地域や利用者に対する積極的な情報発信」の取組みを中長

期的な視点に立って組織全体として継続的に推進することにより、顧客

基盤の維持・拡大、収益力や財務の健全性の向上につなげていくことが

重要である。 

 

（注）信用金庫及び信用協同組合は、地域銀行にも増して規模や人員に制

約がある場合が多いことに加え、相互扶助・非営利という特性を有して

おり、取引先（会員・組合員資格）が原則として自らの地区内の小規模

事業者に限定されている。 

 

（３） また、地域金融機関が、地域密着型金融を組織全体として継続的に推

進していくためには、経営陣が主導性を十分に発揮して、本部による営

業店支援、外部専門家や外部機関等との連携、職員のモチベーション

（動機付け）の向上に資する評価、専門的な人材の育成やノウハウの蓄

積といった推進態勢の整備・充実（注１・２）を図っていくことが重要
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現     行 改  正  案 

る。 

 

（注）規模や人員に制約がある場合が多い信用金庫及び信用協同組合につ

いては、中央機関や業界団体による業務補完・支援が不可欠である。し

たがって、これらを中心とした地域密着型金融の取組みに係る業務、態

勢整備の連携等、業態内の相互扶助の実践・充実を図るべく、中央機

関・業界団体の機能充実を通じた総合的な取組みを推進することが必要

である。また、個別機関は、その自主的な態勢整備・強化に加えて、必

要に応じ、中央機関・業界団体の機能活用を通じ、業態内において相互

扶助の特性を十分発揮することが重要である。 

 

（新設） 

 

である。 

 

（注１）規模や人員に制約がある場合が多い信用金庫及び信用協同組合に

ついては、中央機関や業界団体による業務補完・支援が不可欠である。

したがって、これらを中心とした地域密着型金融の取組みに係る業務、

態勢整備の連携等、業態内の相互扶助の実践・充実を図るべく、中央機

関・業界団体の機能充実を通じた総合的な取組みを推進することが必要

である。また、個別機関は、その自主的な態勢整備・強化に加えて、必

要に応じ、中央機関・業界団体の機能活用を通じ、業態内において相互

扶助の特性を十分発揮することが重要である。 

 

    （注２）営業職員の経営改善支援能力の育成にあたっては、金融機関内に

おける教育のみならず、営業職員が組織・地域を超えて、同様の立場に

ある他の金融機関職員等との間で、知見・ノウハウを共有し、実践して

いく人的つながり（ネットワーク）に参画させることも、有効な方法と

考えられる。 

 


